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論 文 内 容 の 要 旨 

 

【背景】川崎病 (KD)急性期に使われるインフリキシマブ (IFX)が回復期に及ぼ

す影響については不明である。川崎病急性期に合併した冠動脈瘤 (CAA）の回復

期の退縮に、急性期に投与した IFX がどのように関連するかを研究した。  

【方法】2005 年から 2016 年の間に、3 つの

高次医療機関 (九州大学病院、山口大学病

院、 JCHO 九州病院 )において入院した急性

期 KD 患者連続 971 例中、CAA を合併した 49

症例 (5％ )を対象とした。IFX 治療を受けた

27 例（ IFX 群）と受けなかった 22 例（非

IFX 群）に分類し、両群間における CAA 累

積残持続率を比較し、 IFX が CAA 退縮に及

ぼす影響について検討した。  

CAA は発症 1か月の時点での冠動脈の拡張また

は瘤形成として定義し、1か月以内に限った一過性冠動脈病変は除外した。経過を通して最

大に拡張した部分の血管径を CAA の最大径とし、本邦小児における基準を用いて Zスコア

に変換し、小瘤=Zスコア<5、中等瘤= Zスコア≥5、<10、大瘤= Zスコア≥10 の 3つの重症

度に分類した。回復期においては、すべての CAA合併患者で発症後 3か月以内に心臓カテ

ーテルによる冠動脈造影検査を行い、それ以降は CAAが退縮するまで 1年毎に行った。血

管壁の不整なく正常内径になったとき CAA退縮と判定した。CAA罹病期間は発症から CAA退

縮までの期間とした。 

 

【結果】年齢、性別、および発熱期間は、両群

間で差はなかった。経過中の最高 CRP値は非 IFX

群よりも IFX 群の方が高く(16.2 vs. 9.8 mg/dL、中央

値、p=0.04)、IVIG総投与量も非 IFX群よりも IFX群 

【研究対象患者】 

【冠動脈瘤合併患者の臨床像】 



【冠動脈瘤持続率の推移】 【中等瘤以上の冠動脈瘤持続率の推移】 

【合併冠動脈瘤の重症度と転帰】 
が多く(4.0 vs. 3.0 g/kg、中央値、p=0.005)、重症

度は IFX群が非 IFX群より高いことが示唆された。

合併 CAAサイズの Zスコアに差はなかったが、

IFX 群のほうが小流が多く CAA サイズが小さ

い傾向があった。最終調査時点(IFX群で中央値

4.1 年、非 IFX群で中央値 6.5年)において CAA退縮

を認めた患者割合は両群間で有意差はなかった(74% 

vs. 55%, p=0.26)。しかし、カプランマイヤー曲線による経時的退縮の解析では、

発症から 2 年、 4 年および 6 年での CAA 累積残存率は IFX 群でそれぞれ 24％、

24％、 24％、非 IFX 群で 67％、 52％、 33％であり、退縮までにかかる期間の中央

値は IFX群で 1.1 年、非 IFX群で 4.6年であった(p＝ 0.03)。さらに小瘤を除いた中

等瘤以上の CAA 症例においても IFX 群が早期に退縮していた (p=0.047)。  

多変量解析では、CAA の最大 Z スコア  

(ハザード比 0.72、p=0.001)および IFX

に対する反応性 (ハザード比 4.56、

p=0.017)が独立して CAA 早期退縮に関

連していた。  

 

 

 

【結論】IVIG不応 KD患者における IFX治療は、CAA早期退縮と関連していた。IFX治療は、

CAA 発症を引き起こす急性期の炎症抑制のみならず血管リモデリングを促し、CAA早期退縮

に寄与すると考えた。CAA 合併 KD 患者の管理において IFX 治療の有効性を明らかにするた

め更なる前向き研究が望まれる。 

【冠動脈の早期退縮に影響を与える因子】 


